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入 梅 の 候  

樹々の緑深くなり、田んぼではカエルの鳴き声が心地よく聴こえて来るこの頃、皆様にはますますご健

勝のこととお慶び申し上げます。   

さて、今回の「協議会だより」は、４月27日に行われた県・市町村担当者研修会及び、平成29年度の

国の制度の改正並び、長野西活動組織（木曽郡大桑村）の紹介についてお知らせします。 

                            

県・市町村担当者研修会                

去る４月27日（木）、平成29年度長野県多面的機能支払事業 県・市町村担当者研修会を、安曇野

市の長野県安曇野庁舎講堂で行い、本年度から新たに事業担当になられた方を含め、事業内容の説

明を行いました。（出席133名、うち市町村110名、地域振興局23名） 

 

●会議の内容  

１．多面的機能支払交付金について 

（１）制度の概要及び現状と課題について 

（２）平成29年度予算と交付スケジュールについて 

（３）事業実施に係る諸手続きについて 

（４）事業実施上の留意事項 

（５）国担当者会議資料について 

２．研修会（「活動の手引き」について） 

（１）制度の概要と活動計画書作成の留意点 

（２）実施状況報告書の作成 

（３）長寿命化の活動における留意点 

（４）事務軽減の方法 
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              会 長 赤羽 昭彦 

 

Vol.27（2017年6月6日発行） 

市町村担当者会議の様子 

（安曇野市：安曇野庁舎） 
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制度の改正 

 平成29年度の要綱・要領の改正に伴い、以下の点が変更になります。 

１. 経理区分の1本化                                                  

金銭出納簿の経理区分について、これまで財産管理台帳の記載の際の利便性に鑑み、「資源向上

支払（長寿命化）」と「それ以外」で分けていたが、経理事務の負担軽減を図るため、経理区分の1本

化を可能とする。（なお、運用に関しては、検討中で今後示される予定です。） 

２. 畑地化した田の交付単価の経過措置                                    

水稲作中心の営農から野菜等の高収益作物への転換を推進するため、事業計画の実施期間中に

田を畑地化するなど地目を変更する場合は、当該期間中に限り、農地維持支払の交付単価につい

て変更前の地目の単価を適用するものとする。 

３. 資源向上支払（共同）の「多面的機能の増進を図る活動」の活動要件の見直し            

平成29年度以降、資源向上支払（共同）の「多面的機能の増進を図る活動」に新たに取り組む組織

は、従来の増進活動を1つ以上実施するとともに、広報活動を実施することとする。（対象農用地が

地域振興立法８法に該当する活動する活動組織又は農林統計に用いる農業地域類型区分の中間

農業地域又は山間農業地域に含まれる活動組織は除外する。） 

活動組織紹介 

今回は、木曽郡大桑村の長野西活動組織を紹介します。      

１木曽管内の取り組み状況 

 木曽地域振興局管内の多面的機能支払交付金の取り組み状況は、5町村で33組織です。 

 大桑村では、長野西活動組織が唯一この制度を活用しています。 

２長野西活動組織 

長野西活動組織は、木曽川の左岸の段丘に 

広がる約14haの水田を対象に、農家28戸、 

非農家35戸の63戸が共同して活動を行って 

います。 

地域は、木曽川の流れを眼下に眺めるのど 

かな農村地帯で、中山間地域農業直接支払 

交付金も併せて活用している中山間地域です。 

活動は、もともとトラクターや田植え機の共同機械組合が始まりで、中山間地域農業直接支払制度、多面

的機能支払事業と取り組みを広げてきました。 

 

【地区データー】 

・取組面積 14ha（水田） 

・対象施設 開水路5km、農道3km 

・交付金  約75万円 

（農地維持、共同） 
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 多面的機能支払事業では、水路の草刈、土砂上げ、農道の草刈、側溝の土砂上げに加え

て、農村公園の維持管理、花の植栽など環境整備には、非農家の方も積極的に参加して

いただき活動を支えています。 

 

 

 

 

環境整備状況（農村公園の花の植栽） 

畦畔の草刈状況（安全第一） 
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現在は、長寿命化対策は取り組んでいませんが、対象農地は、ほ場整備後 30年以上経過しており、

施設の更新補修が今後の課題となっています。                    

                                      

取材にご協力をいただいた、下野代表、大桑村役場の金子さんには感謝申し上げます。 

また、取材の日程調整など木曽地域振興局の菱澤さんにお世話になりました。 

 

 

【ちょっと一息】 

取材当日は大桑村の道の駅「きらく」 

で昼食をとりました。ボリュームもあり 

とっても美味しくいただきました。 

 

 

 

 

 

 

■問い合わせ先 

長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会 

         （担当：田中・白石） 

TEL 026-219-6351 FAX 026-219-6352 

Eメール nagano-tamenteki@wonder.ocn.ne.jp 

URL http://www.nagano-nouchimizu.net/ 

本年度は県内各地で活動される組織

の紹介を行う予定ですので、ご協力

をお願いします。 

 

水路の補修状況（崩れた水路法面を直営施工） 

 
チキン南蛮定食850円 

 

から揚げ定食950円 


